
第
２
特
集
 

１
．０６
年
春
季
労
使
交
渉
の
焦
点
 

22

Business Labor Trend  2006.5

金属労協は26年ぶりに決起集会を開いた（3月3日） 

トヨタの賃金交渉は最終盤までもつれた（トヨタの経営側　※トヨタ労組HPより） 

連合は格差是正を前面に掲げた（あいさつする高木会長、３月３日の決起集会） 

復
活
し
た「
春
闘
」の
変
貌
と
新
た
な
課
題
―
調
査
部
 

  

１
． 賃
上
げ
が
復
活
し
た「
春
闘
」と 

　
　  

新
た
な
交
渉
テ
ー
マ 

　
今
春
の
労
使
交
渉
は
、
景
気
や
雇
用
情
勢

の
改
善
を
受
け
、
各
企
業
で
久
し
ぶ
り
に
本

格
的
な
賃
上
げ
交
渉
が
展
開
し
た
。
地
域
や

産
業
に
よ
っ
て
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
も
の
の
、

景
気
を
引
っ
張
る
製
造
業
関
係
を
中
心
に
労

働
組
合
が
四
〜
五
年
ぶ
り
に
、
定
昇
相
当
分

以
外
の
賃
上
げ
要
求
を
復
活
さ
せ
、
有
額
回

答
を
引
き
出
し
た
組
合
が
多
か
っ
た
。 

　
し
か
し
、
春
闘
方
式
の
基
本
戦
術
で
あ
る

「
統
一
闘
争
」
の
枠
組
み
は
大
き
く
動
揺
し

た
。
電
機
連
合
傘
下
の
大
手
メ
ー
カ
ー
組
合

で
は
回
答
が
二
極
化
。
鉄
鋼
や
造
船
・
重
機

で
は
、
実
質
的
な
有
額
回
答
に
当
た
る
賃
金

改
善
の
た
め
の
新
規
財
源
の
投
入
を
労
使
確

認
し
た
も
の
の
、
配
分
な
ど
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
は
継
続
協
議
と
な
る
な
ど
、
回
答

に
バ
ラ
つ
き
が
目
立
っ
た
。
一
方
、
年
間
一

時
金
に
つ
い
て
は
、
各
産
業
で
業
績
好
調
を

反
映
し
て
、
高
水
準
の
回
答
が
相
次
い
だ
。 

　
連
合
が
三
月
三
〇
日
現
在
で
ま
と
め
た
集

計
に
よ
る
と
、
平
均
賃
上
げ
方
式
で
解
決
し

た
一
四
三
四
組
合
の
賃
上
げ
は
額
で
五
七
三

五
円
、
率
で
一
・
九
〇
％
（
同
一
組
合
の
前

年
比
較
で
四
九
四
円
、
〇
・
一
六
％
増
）。

三
〇
〇
人
未
満
の
七
五
六
組
合
の
妥
結
平
均

（
単
純
）
は
額
で
四
八
一
九
円
、
率
で
一
・

八
八
％
（
同
日
四
〇
六
円
、
〇
・
一
六
％
増
）

と
な
り
、
大
手
・
中
小
と
も
昨
年
に
比
べ
平

均
で
は
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
円
程
度
の
増
額
に

な
っ
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
同
一
産
業
内
で
も
賃
上
げ
回
答

が
ゼ
ロ
と
有
額
に
わ
か
れ
、
回
答
の
二
極
化

が
目
立
つ
な
ど
、
久
し
ぶ
り
に
復
活
し
た
「
賃

上
げ
春
闘
」
は
、
そ
の
様
相
を
大
き
く
変
え

て
い
た
。 

　
な
お
、
日
本
経
団
連
が
四
月
五
日
に
発
表

し
た
、
平
均
賃
上
げ
で
集
計
し
た
大
手
企
業

七
九
社
（
調
査
対
象
企
業
一
九
五
社
）
の
賃

上
げ
回
答
額
は
加
重
平
均
で
、
五
五
九
五
円
、

賃
上
げ
率
は
一
・
七
〇
％
で
、
同
一
企
業
の

前
年
実
績
と
比
べ
金
額
で
四
五
五
円
、
率
で

〇
・
一
五
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い

る
。 

　
大
手
企
業
の
賃
上
げ
交
渉
の
動
向
に
加
え
、

今
春
闘
で
注
目
を
集
め
た
「
パ
ー
ト
の
処
遇

改
善
」
と
「
大
手
と
中
小
の
格
差
改
善
」
、

さ
ら
に
人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
背
景
と
し

た
新
た
な
交
渉
テ
ー
マ
で
あ
る
「
六
〇
歳
以

降
の
雇
用
継
続
」
や
「
仕
事
と
育
児
の
両
立
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支
援
」
の
今
春
闘
に
お
け
る
話
し
合
い
の
経

過
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。 

  
２
． 組
合
の
要
求
ス
タ
ン
ス 

（
１
）
家
計
部
門
の
本
格
的
な
回
復
を
求
め

る 　
国
内
景
気
の
回
復
は
、
昨
年
夏
ご
ろ
か
ら

雇
用
や
個
人
消
費
面
に
も
波
及
し
て
き
た
。

し
か
し
、
労
働
側
は
今
回
の
景
気
回
復
で
は

設
備
や
債
務
の
過
剰
解
消
と
い
う
企
業
部
門

の
改
善
が
先
行
す
る
な
か
、
家
計
部
門
の
改

善
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
る
点
を
問
題
視
。

賃
上
げ
に
よ
る
家
計
部
門
の
本
格
的
な
回
復

を
目
標
に
し
た
。
こ
こ
数
年
は
、
賃
金
カ
ー

ブ
維
持
や
賃
金
構
造
維
持
と
い
う
定
昇
相
当

分
の
確
保
を
軸
に
し
た
「
雇
用
優
先
」
の
「
生

活
防
衛
型
」
の
要
求
だ
っ
た
が
、
「
生
活
の

向
上
」
に
運
動
基
調
を
転
換
し
た
。 

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
連
合
は
、
具
体

的
な
賃
上
げ
の
要
求
目
標
と
し
て
、
「
マ
ク

ロ
的
に
は
労
働
側
に
一
％
以
上
成
果
配
分
が

な
さ
れ
る
べ
き
」
と
の
考
え
方
を
打
ち
出
し

た
。
こ
れ
は
過
去
一
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ベ
ー
ス
で
、

生
産
性
が
一
人
当
た
り
一
％
伸
び
て
い
る
こ

と
を
根
拠
に
し
て
お
り
、
一
％
相
当
の
成
果

配
分
が
な
さ
れ
て
当
然
と
の
主
張
で
あ
る
。 

  

（
２
）
大
手
メ
ー
カ
ー
組
合
は
一
〇
〇
〇
〜

三
〇
〇
〇
円
を
要
求 

　
賃
金
闘
争
の
パ
タ
ー
ン
セ
ッ
タ
ー
役
で
、

自
動
車
、
電
機
、
鉄
鋼
な
ど
の
組
合
で
つ
く

る
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
、
二
〇
〇
万

人
）
も
、
昨
年
一
二
月
初
め
に
開
い
た
協
議

委
員
会
で
「
具
体
的
な
賃
金
改
善
要
求
を
行

い
、
賃
金
水
準
の
向
上
を
図
る
」
こ
と
を
確

認
。
加
盟
産
別
や
企
業
別
労
組
が
具
体
的
な

要
求
策
定
に
は
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
産

別
ご
と
の
賃
上
げ
要
求
を
み
る
と
、
鉄
鋼
労

連
、
造
船
重
機
労
連
、
非
鉄
連
合
が
〇
三
年

に
統
合
し
て
結
成
し
た
基
幹
労
連
で
は
、
鉄

鋼
部
門
が
先
行
し
て
い
た
隔
年
交
渉
に
、
造

船
・
重
機
部
門
、
非
鉄
部
門
も
今
春
闘
か
ら

移
行
し
、
〇
六
〜
〇
七
年
の
二
年
を
一
つ
の

単
位
と
し
て
、
三
〇
〇
〇
円
の
賃
金
改
善
で

要
求
を
そ
ろ
え
た
。 

　
日
立
、
松
下
、
東
芝
な
ど
の
電
機
関
係
の

大
手
メ
ー
カ
ー
労
組
で
つ
く
る
電
機
連
合
は
、

「
三
五
歳
技
能
職
ま
た
は
三
〇
歳
技
術
職
の

水
準
改
善
額
の
基
準
を
二
〇
〇
〇
円
と
す
る
」

と
い
う
年
齢
ポ
イ
ン
ト
で
の
賃
上
げ
に
よ
る

賃
金
改
善
を
要
求
。
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
、
日

産
な
ど
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
労
組
が
加
盟

す
る
自
動
車
総
連
は
、
「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持

プ
ラ
ス
賃
金
改
善
分
」
と
、
具
体
的
な
数
値

は
示
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
半
が
一
〇
〇

〇
円
の
賃
上
げ
要
求
を
設
定
し
た
。 

　
こ
う
し
て
金
属
労
協
加
盟
の
産
別
が
賃
上

げ
要
求
に
定
昇
相
当
以
外
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

ァ
を
そ
ろ
っ
て
盛
り
込
ん
だ
の
は
二
〇
〇
一

年
以
来
五
年
ぶ
り
の
こ
と
だ
っ
た
。
同
労
協

加
盟
で
組
合
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
集
計
組

合
五
八
組
合
の
う
ち
五
三
組
合
で
ベ
ア
な
ど

の
賃
金
改
善
を
要
求
に
盛
り
込
ん
だ
。 
   

（
３
）
「
賃
金
改
善
」
と
は
な
に
か 

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
電
力
と
い
っ
た
公
益
性
が
高
く

国
内
競
争
の
激
化
し
て
い
る
企
業
で
は
、
賃

上
げ
要
求
を
見
送
る
組
合
が
あ
っ
た
も
の
の
、

そ
の
ほ
か
の
民
間
労
組
は
先
述
の
よ
う
に
、

産
別
な
ど
上
部
団
体
の
方
針
を
受
け
、
四
〜

五
年
ぶ
り
で
、
実
質
的
な
賃
上
げ
要
求
を
掲

げ
た
。
し
か
し
、
従
来
の
ベ
ア
要
求
は
主
流

と
は
な
ら
ず
、
「
賃
金
改
善
」
が
主
役
に
踊

り
出
た
。
「
賃
金
改
善
」
が
登
場
し
た
背
景

を
以
下
の
三
点
に
整
理
し
て
み
る
。 

　
第
一
は
、
経
営
側
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
い

う
言
葉
に
つ
い
て
ア
レ
ル
ギ
ー
が
強
い
こ
と
。

春
季
交
渉
で
経
営
側
指
針
と
な
る
日
本
経
団

連
の
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
（
経
労
委

報
告
）
で
、
こ
こ
数
年
、
産
業
横
断
的
に
賃

金
を
底
上
げ
す
る
ベ
ア
の
時
代
で
は
な
く
な

っ
た=

「
春
闘
の
終
焉
」
と
い
う
主
張
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
一
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
連

合
と
日
本
経
団
連
の
首
脳
懇
談
会
の
席
で
も
、

連
合
が
企
業
業
績
の
向
上
分
は
、
一
時
金
で

は
な
く
月
例
給
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
訴
え
た

の
に
対
し
、
日
本
経
団
連
側
は
「
横
並
び
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
は
あ
り
え
な
い
」
と
反
論
し
た
。 

　
第
二
は
、
産
業
間
・
企
業
間
で
賃
金
格
差

が
拡
大
し
て
い
る
場
合
、
労
働
側
に
と
っ
て

も
統
一
的
な
ベ
ア
要
求
を
使
い
に
く
く
な
っ

た
面
も
あ
る
。
例
え
ば
、
産
業
間
・
企
業
間

に
格
差
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
組
合
は
横

並
び
で
他
と
同
じ
水
準
の
賃
上
げ
を
獲
得
し

て
も
、
格
差
は
縮
小
し
な
い
。
そ
の
た
め
、

ベ
ア
に
代
え
て
「
賃
金
改
善
」
を
前
面
に
押

し
出
す
必
要
性
が
増
し
た
。 

　
第
三
は
、
大
手
企
業
を
中
心
に
脱
年
功
の

成
果
主
義
型
賃
金
制
度
に
移
行
す
る
な
か
、

社
員
に
一
律
配
分
す
る
ベ
ア
が
新
賃
金
体
系

で
は
馴
染
ま
な
く
な
っ
て
き
た
面
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
企
業
別
の
交
渉
結
果
が
外
か
ら
は

見
え
に
く
く
な
る
課
題
も
内
包
す
る
こ
と
に

な
る
。
財
源
の
投
入
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、

交
渉
継
続
と
な
っ
た
、
鉄
鋼
、
造
船
・
重
機

な
ど
の
交
渉
結
果
に
こ
の
課
題
が
投
影
さ
れ

た
。
労
働
側
に
と
っ
て
、
統
一
闘
争
の
動
揺

と
あ
わ
せ
て
、
全
体
の
底
上
げ
を
め
ざ
し
た

春
闘
方
式
に
新
た
な
課
題
が
浮
上
し
た
と
も

い
え
る
。 

  

３
．経
営
側
主
張
の
特
徴
点 

（
１
）
日
本
的
経
営
を
再
評
価 

　
日
本
経
団
連
は
昨
年
一
二
月
一
三
日
、
「
〇

六
年
版
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」
（
経

労
委
報
告
）
を
発
表
し
た
。
報
告
で
は
、
賃

上
げ
交
渉
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
と
し
て
、
前

年
ま
で
の
「
（
国
際
的
に
み
て
ト
ッ
プ
に
あ

る
）
賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
は
困
難
」
と
い

っ
た
一
律
的
に
賃
上
げ
を
抑
制
す
る
論
調
が

後
退
。
今
年
は
「
賃
金
水
準
を
こ
れ
以
上
引

き
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
判
断
に

い
た
る
企
業
が
大
多
数
を
占
め
る
」
と
い
う

記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ス
タ
ン
ス
に
変
化

が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
景
気
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
「
労
使
の
い
っ
そ
う
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
賃
金
な
ど
の
労
働
条

件
の
改
定
に
つ
い
て
も
企
業
の
競
争
力
を
損

な
う
こ
と
な
く
、
働
く
人
の
意
欲
を
高
め
る

適
切
な
舵
取
り
が
望
ま
れ
る
」
な
ど
、
労
働

条
件
の
改
善
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
る
と
の

主
張
も
み
ら
れ
た
。 

　
経
営
者
側
も
こ
の
間
、
企
業
部
門
の
回
復

と
い
っ
て
も
一
部
の
優
秀
な
社
員
だ
け
が
そ

れ
を
担
っ
た
の
で
は
な
く
、
職
場
で
の
一
般

社
員
の
頑
張
り
が
回
復
に
つ
な
が
っ
た
と
の

認
識
を
も
っ
て
い
る
。
一
律
で
産
業
横
断
的

な
ベ
ア
に
よ
る
賃
上
げ
を
考
え
る
時
代
で
は

な
く
な
っ
た
と
い
う
認
識
は
変
わ
ら
な
い
も

の
の
、
人
員
が
削
減
さ
れ
繁
忙
感
が
強
ま
る

な
か
、
日
本
的
経
営
の
源
泉
で
あ
る
現
場
力

の
維
持
・
回
復
の
た
め
に
も
、
社
員
の
頑
張

り
に
的
確
に
報
い
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う

認
識
を
、
「
働
く
人
の
意
欲
を
高
め
る
適
切

な
舵
取
り
が
望
ま
れ
る
と
」
と
い
う
表
現
に

込
め
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

（
２
）
労
働
分
配
率
低
下
へ
反
論 

　
連
合
は
　
可
処
分
所
得
が
、
九
七
年
と
比

較
し
て
一
割
以
上
低
下
し
て
お
り
、
加
え
て
、

こ
こ
数
年
、
労
働
分
配
率
が
低
下
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
重
視
。
マ
ク
ロ
の
労
働
分
配
率
で 
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3月15日集中回答日、金属労協本部には午前10時頃から 
回答が続々と寄せられた 

み
る
と
九
八
年
の
六
五
・
〇
％
が
〇
四
年
に

は
六
一
・
二
％
に
大
き
く
低
下
し
て
い
る
（
〇

六
連
合
白
書
）
こ
と
が
成
果
分
配
の
歪
み
を

象
徴
し
て
い
る
と
し
て
、
年
末
に
日
本
経
団

連
に
公
開
質
問
状
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
日
本
経
団
連
は
、
一
月
初
め
の
連
合

首
脳
と
の
懇
談
会
で
口
頭
回
答
。
労
働
分
配

率
の
低
下
傾
向
に
つ
い
て
、
「
正
常
な
水
準

に
至
る
過
程
に
あ
る
と
理
解
す
べ
き
だ
」
と

の
見
解
を
示
し
、
分
配
率
低
下
の
妥
当
性
を

強
調
し
た
。 

  

（
３
）
個
別
交
渉
に
お
け
る
経
営
側
主
張 

　
こ
う
し
た
労
使
ト
ッ
プ
の
基
本
姿
勢
を
踏

ま
え
て
展
開
さ
れ
た
個
別
交
渉
だ
が
、
四
〜

五
年
ぶ
り
の
実
質
的
な
賃
上
げ
交
渉
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
最
終
局
面
ま
で
労
使
が
譲
ら

な
い
厳
し
い
交
渉
と
な
っ
た
。 

　
月
例
賃
金
の
改
善
に
よ
る
「
人
へ
の
投
資
」

を
求
め
る
組
合
に
対
し
て
経
営
側
は
、
「
厳

し
さ
を
増
す
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
、
中
期
的
な

発
展
を
考
え
れ
ば
、
将
来
へ
の
累
積
的
な
負

担
を
と
も
な
い
、
競
争
力
低
下
に
つ
な
が
る

賃
金
改
善
は
受
け
入
れ
が
た
い
」
な
ど
と
反

論
。
業
績
回
復
を
担
っ
た
「
人
」
の
重
要
性

は
認
め
な
が
ら
も
、
業
績
向
上
分
は
一
時
金

で
対
応
す
る
と
主
張
し
続
け
、
労
使
交
渉
は

平
行
線
を
た
ど
っ
た
。 

  

４
．統
一
闘
争
の
足
並
み
乱
れ
る 

　
　  

―
―
大
手
金
属
の
回
答 

　
金
属
労
協
は
三
月
三
日
、
都
内
に
一
二
五

〇
人
を
集
め
て
、
二
六
年
ぶ
り
の
中
央
総
決

起
集
会
を
開
き
、
久
々
の
有
額
回
答
引
き
出

し
に
向
け
た
構
成
組
織
の
意
思
統
一
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
。
ま
た
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
労
組
も

こ
う
着
状
態
の
労
使
交
渉
を
打
開
す
る
た
め
、

三
月
四
日
、
本
社
グ
ラ
ン
ド
で
緊
急
集
会
を

開
催
。
組
合
員
約
一
万
人
が
参
加
し
た
。
例

年
交
渉
終
盤
に
開
く
恒
例
の
集
会
と
は
別
に
、

土
曜
日
に
開
い
た
異
例
の
「
休
日
集
会
」
は
、

四
年
ぶ
り
の
ベ
ア
要
求
を
め
ぐ
る
交
渉
の
難

し
さ
を
象
徴
し
て
い
た
。 

　
こ
う
し
た
経
過
を
経
て
三
月
一
五
日
、
金

属
労
協
加
盟
の
自
動
車
、
電
機
な
ど
の
金
属

四
業
種
の
大
手
組
合
に
対
し
て
い
っ
せ
い
に

回
答
が
示
さ
れ
た
。
電
機
大
手
な
ど
で
は
定

昇
相
当
以
外
の
賃
上
げ
が
五
年
ぶ
り
に
復
活

し
た
。
し
か
し
、
電
機
連
合
の
大
手
組
合
で

は
回
答
が
二
極
化
す
る
な
ど
、
経
営
側
の
横

並
び
排
除
の
姿
勢
が
最
後
ま
で
貫
か
れ
た
格

好
と
な
っ
た
。 

  

（
１
）
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
ゼ
ロ
か
ら
一
〇

〇
〇
円
に
回
答
が
分
散 

　
自
動
車
の
大
手
メ
ー
カ
ー
労
組
は
、
一
二

組
合
中
七
組
合
が
有
額
回
答
を
引
き
出
し
た
。

定
昇
相
当
分
六
九
〇
〇
円
に
賃
金
制
度
改
善

分
一
〇
〇
〇
円
を
加
え
七
九
〇
〇
円
を
要
求

し
た
ト
ヨ
タ
と
、
賃
金
制
度
維
持
分
と
制
度

改
定
原
資
を
合
わ
せ
て
七
〇
〇
〇
円
を
求
め

た
日
産
が
そ
れ
ぞ
れ
満
額
回
答
。
ま
た
、
ス

ズ
キ
、
ダ
イ
ハ
ツ
、
ヤ
マ
ハ
も
賃
金
改
善
分

一
〇
〇
〇
円
を
獲
得
し
た
。
一
方
、
ホ
ン
ダ

労
使
は
組
合
員
平
均
一
〇
〇
〇
円
の
賃
上
げ

要
求
に
対
し
、
六
〇
〇
円
で
収
束
し
た
。 
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富
士
重
工
労
組
は
、
係
長
相
当
職
に
対
す

る
賃
金
体
系
の
改
善
を
求
め
た
が
、
近
く
新

賃
金
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
も
あ
り
、
「
制

度
構
築
時
に
賃
金
改
善
分
の
原
資
を
充
当
す

る
」
と
の
表
現
で
合
意
。
マ
ツ
ダ
は
賃
上
げ

要
求
に
は
ゼ
ロ
回
答
だ
っ
た
も
の
の
、
経
営

側
か
ら
年
間
で
要
求
同
額
分
の
一
人
平
均
年

一
万
二
〇
〇
〇
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
カ
フ

ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
」（
福
利
厚
生
制
度
）
に
充

当
す
る
と
の
提
案
が
あ
り
、
組
合
は
こ
れ
を

受
け
入
れ
た
。 

　
一
方
、
一
時
金
は
増
額
・
満
額
が
相
次
い

だ
。
マ
ツ
ダ
、
日
野
、
い
す
ゞ
の
賃
上
げ
ゼ

ロ
組
も
一
時
金
は
満
額
で
応
え
て
い
る
。 

  

（
２
）
統
一
闘
争
に
亀
裂
―
電
機
の
労
使
交

渉 　
統
一
要
求
・
統
一
回
答
が
前
提
だ
っ
た
電

機
の
労
使
交
渉
だ
が
、
回
答
が
二
極
化
し
た
。

電
機
連
合
で
は
、
今
春
闘
で
の
統
一
闘
争
を

離
脱
し
た
三
洋
電
機
を
除
く
一
六
中
闘
組
合

が
定
昇
相
当
分
を
除
く
賃
金
改
善
分
と
し
て

二
〇
〇
〇
円
の
統
一
要
求
を
四
年
ぶ
り
に
掲

げ
た
。
し
か
し
、
企
業
業
績
が
大
き
く
バ
ラ

つ
く
な
か
で
の
統
一
闘
争
は
、
こ
れ
ま
で
牽

引
役
だ
っ
た
日
立
の
労
使
交
渉
が
、
業
績
下

方
修
正
の
な
か
で
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
難

航
。
最
終
局
面
ま
で
相
場
形
成
役
な
き
交
渉

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
接
点
を
見
出
せ
な
い
ま

ま
回
答
日
直
前
ま
で
も
つ
れ
た
。
交
渉
打
開

の
た
め
組
合
は
三
月
一
三
日
、
ス
ト
回
避
基

準
を
一
〇
〇
〇
円
に
す
る
こ
と
を
口
頭
確
認

し
て
、
大
詰
め
の
交
渉
に
臨
ん
だ
。 

　
そ
の
結
果
、
集
中
回
答
日
に
は
富
士
通
と

富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
の
二
社
が
ス
ト
回
避
基
準

ど
お
り
で
決
着
し
た
以
外
、
ほ
か
は
五
〇
〇

円
の
分
裂
回
答
を
提
示
。
統
一
闘
争
に
亀
裂

が
生
ま
れ
た
。
回
答
が
歯
止
め
基
準
に
達
し

な
い
場
合
、
電
機
連
合
は
ス
ト
に
入
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
分
裂
回
答
を
受
け
入
れ

た
。 

　
そ
の
た
め
、
中
村
正
武
代
表
は
記
者
会
見

で
ス
ト
突
入
も
想
定
し
た
と
述
べ
た
う
え
で
、

「
断
腸
の
思
い
、
苦
渋
の
選
択
で
回
答
結
果

を
集
約
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
判
断
し
た
」
と

苦
し
い
胸
の
内
を
明
か
し
た
。
業
績
の
二
極

化
が
顕
著
な
業
界
だ
け
に
、
中
村
代
表
は
、

「
統
一
要
求
や
統
一
闘
争
組
織
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
早
急
に
進
め
て
い
き
た
い
。

今
後
は
、
職
種
別
賃
金
に
つ
い
て
も
検
討
を

急
ぎ
た
い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
統
一
闘
争
や

要
求
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
抜
本
的
見
直
し

を
示
唆
し
た
。 

  
（
３
）
実
質
的
な
有
額
回
答
を
強
調
―
基
幹

労
連 

　
鉄
鋼
、
造
船
重
機
、
非
鉄
金
属
の
労
組
で

構
成
す
る
基
幹
労
連
の
〇
六
春
闘
は
、
組
合

側
の
賃
金
改
善
三
〇
〇
〇
円
（
二
年
間
）
の

要
求
に
対
し
、
経
営
側
は
具
体
的
な
金
額
の

提
示
を
見
送
り
、
「
今
後
、
新
規
財
源
を
投

入
し
て
賃
金
改
善
を
実
施
す
る
」
こ
と
を
確

認
し
、
決
着
し
た
。 

　
基
幹
労
連
は
賃
上
げ
要
求
の
手
法
に
つ
い

て
、
従
来
の
ベ
ア
だ
け
で
な
く
、
賃
金
カ
ー

ブ
の
歪
み
の
是
正
や
特
定
階
層
に
傾
斜
し
た

水
準
の
引
き
上
げ
、
財
源
の
全
額
を
仕
事
給

に
配
分
す
る
こ
と
な
ど
に
も
広
げ
た
「
賃
金

改
善
」
と
い
う
考
え
方
を
他
産
別
に
先
駆
け

て
打
ち
出
し
、
今
季
交
渉
の
月
例
給
を
重
視

し
た
賃
金
改
善
要
求
の
流
れ
を
リ
ー
ド
し
た
。 

　
し
か
し
、
交
渉
に
入
る
と
、
経
営
側
は
「
組

合
員
の
こ
れ
ま
で
の
協
力
・
努
力
に
は
感
謝

す
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
月
例
賃
金
改
善
の

要
求
に
対
し
て
、
「
固
定
的
・
構
造
的
コ
ス

ト
増
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
」
「
賃

金
改
善
で
三
〇
〇
〇
円
を
前
提
と
す
る
の
は

疑
問
」
な
ど
の
主
張
を
繰
り
返
し
て
、
労
使

の
議
論
は
最
後
ま
で
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
最
終
的
に
経
営
側
は
、
賃
金
水
準

や
賃
金
制
度
・
運
用
な
ど
の
個
別
企
業
の
課

題
に
対
し
て
新
た
な
財
源
を
投
入
す
る
こ
と

に
は
理
解
を
示
し
、
そ
の
内
容
や
水
準
な
ど

に
つ
い
て
は
今
後
、
個
々
の
労
使
間
で
協
議

す
る
こ
と
で
、
と
り
あ
え
ず
今
季
の
交
渉
を

終
え
た
。 

　
交
渉
が
こ
こ
ま
で
難
航
し
た
背
景
に
は
、

鉄
鋼
部
門
で
は
史
上
最
高
益
が
相
次
ぐ
な
か
、

一
時
金
に
業
績
連
動
方
式
を
取
り
入
れ
た
結

果
、
製
造
業
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
水
準

に
な
り
、
「
賃
金
が
製
造
業
平
均
よ
り
低
い

と
の
主
張
が
『
年
収
ベ
ー
ス
で
み
れ
ば
決
し

て
低
く
な
い
』
と
跳
ね
返
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

（
宮
園
哲
郎
委
員
長
）
こ
と
が
大
き
い
と
み

る
。
年
間
一
時
金
は
鉄
鋼
大
手
で
二
一
六
〜

二
五
六
万
円
に
達
す
る
見
通
し
だ
。
宮
園
委

員
長
は
記
者
会
見
で
、
個
人
的
見
解
と
前
置

き
し
つ
つ
も
、
「
賃
金
改
善
は
、
一
〇
〇
〇

円
以
上
の
財
源
投
入
に
な
る
と
確
信
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
実
質
的
な
有
額
回
答
で
あ
る

点
を
強
調
し
た
。 

  

（
４
）
「
賃
金
改
善
」
に
よ
る
新
た
な
課
題 

　
こ
れ
ら
の
交
渉
を
通
じ
て
新
た
な
課
題
と

し
て
浮
上
し
た
の
が
、
ベ
ア
に
代
わ
る
賃
上

げ
要
求
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
「
賃
金
改
善
」

の
位
置
づ
け
だ
っ
た
。
要
求
素
案
の
論
議
段

階
で
、
連
合
の
古
賀
伸
明
事
務
局
長
は
、
「
賃

金
改
善
は
、
若
年
者
の
水
準
引
き
上
げ
や
、

高
齢
者
の
賃
金
カ
ー
ブ
の
見
直
し
、
初
任
給
、

パ
ー
ト
の
均
衡
処
遇
、
時
間
外
割
増
し
な
ど

も
含
ま
れ
る
」
と
例
示
。
総
額
人
件
費
を
拡

大
さ
せ
る
手
段
な
ら
ば
多
様
な
要
求
手
法
が

あ
っ
て
も
い
い
と
説
明
し
て
い
た
。
月
例
賃

金
に
絞
れ
ば
、
賃
上
げ
要
求
方
式
と
し
て
は
、

①
従
来
型
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
②
標
準
労
働
者

の
カ
ー
ブ
と
の
乖
離
是
正
（
中
だ
る
み
是
正
）

③
評
価
原
資
で
の
配
分
④
若
年
層
や
高
齢
層

の
カ
ー
ブ
是
正
―
―
な
ど
の
パ
タ
ー
ン
が
想

定
さ
れ
、
実
際
、
各
企
業
別
組
合
の
要
求
も

い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
わ
か
れ
た
。 

　
例
え
ば
富
士
重
工
で
は
組
合
が
、
係
長
層

へ
の
重
点
配
分
を
も
と
め
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

労
組
で
も
、
仕
事
給
へ
の
配
分
を
前
提
と
し

た
り
、
賃
金
水
準
の
落
ち
込
み
が
顕
著
な
五

〇
代
後
半
の
ベ
テ
ラ
ン
層
へ
の
配
分
を
求
め

る
パ
タ
ー
ン
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
継
続

協
議
の
扱
い
と
な
っ
た
。 

　
直
接
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、
こ
の
背
景
に

は
、
大
手
を
中
心
に
近
年
導
入
が
進
ん
だ
「
成

果
主
義
型
賃
金
制
度
」
の
影
響
が
あ
っ
た
と

い
え
る
。
経
営
側
は
産
業
内
の
「
横
並
び
」

の
排
除
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
内
で
も
社
員

一
律
的
に
賃
金
を
底
上
げ
す
る
「
ベ
ア
」
か

ら
の
決
別
を
強
く
意
識
し
て
交
渉
に
臨
ん
だ
。

賃
金
体
系
の
変
更
を
踏
ま
え
れ
ば
、
世
代
間
、

役
割
間
な
ど
で
適
切
な
財
源
配
分
が
あ
っ
て

し
か
る
べ
き
と
の
ス
タ
ン
ス
が
う
か
が
わ
れ

た
。
配
分
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
交
渉
ご

と
に
労
使
の
す
り
合
わ
せ
が
進
む
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
が
、
毎
年
の
改
定
を
必
ず
し
も
必

要
と
し
な
い
「
賃
金
改
善
」
と
い
う
手
法
を

今
後
も
と
り
続
け
る
た
め
に
は
、
組
合
に
は

中
長
期
的
な
賃
金
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
久
し
ぶ
り
に
復
活
し
た
「
賃

上
げ
春
闘
」
は
、
そ
の
姿
を
大
き
く
変
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
提
起
し
た
と
い
え
る
。 

（
調
査
部
　
主
任
調
査
員
・
荻
野
登
、
　 

調
査
員
・
新
井
栄
三
） 




